
【個人】                                提出  令和元年 5 月 7日 

 山  行  報  告  書  

山 名：雄山（3003ｍ）・別山（2874m）  

 入山日：平成 31 年 4 月 28日(日)～30 日(火) 

前夜発 2泊 3 日      報告者：岩田 

参加者（立山組）岩田、天野、金澤、山崎、田島 

   

4 月 27 日(土) 出発 15:00→(関越道・上信越道・北陸道)→21:30 立山駅駐車場 

第一日目 

4 月 28 日(日) 

晴 

6:10立山駅→(ｹｰﾌﾞﾙｶｰ)→6:17美女平7:15→(ﾊﾞｽ)→8:10室堂2440m 9:05Ⓢ室堂→10:00～40

一ノ越 2700m→11:50～12:40 雄山 3003m→13:35～14:00 一ノ越→14:40～16:20 室堂→

17:15 雷鳥沢ヒュッテ(泊)2310m ☏076-463-1835         行動時間：８時間１０分 

第二日目 

4 月 29 日(月) 

晴/曇 

8:10雷鳥沢ヒュッテ2310m→10:40～11:00別山乗越2760m→11:40～12:10 別山 2874m→

12:40～13:00 別山乗越→14:25 雷鳥沢ヒュッテ(泊)2310m  行動時間：6 時間 15 分                 

第三日目 

4 月 30 日(火) 

小雨/曇 

(起床 5:30)8:00 雷鳥沢ヒュッテ→8:55Ⓖ室堂 9:20→(ﾊﾞｽ)→10:10 美女平 10:20→(ｹｰﾌﾞﾙｶｰ)→

10:27 立山駅 立山駅駐車場 11：05→(北陸道・上信越道・北関東道・東北道)→19:00 着 

  

感想：連休の為立山駅前の駐車場は混んでいて、第 2 駐車場に停め仮眠した。 

第一日目‐早朝 5時頃から並びケーブルカー・バスの乗車券を購入した。美女平からの始発のバスは前

日の降雪で除雪作業の為約 30 分遅れの出発となった。9 時過ぎ、快晴のもとアイゼンをつけ室堂を出発。

風も無く汗ばむほどで、一ノ越までは緩い登り、一ノ越からは雪と岩のやや急登となる。所々で真っ白な

雷鳥を見た。雄山山頂からは 360 度のアルプスの絶景だ。この先山頂の急な下りもあり、雄山で引き返

すことにした。室堂ターミナルに戻り、別の隊５人（別山組）を雄山から戻るのを約一時間待ち、宿泊地

の雷鳥沢ヒュッテへ向かった。宿泊者は 50 人ぐらい。満天の星空で、運よく流れ星を見ることができた。 

第二日目‐別山組の５人と合同で別山へ登った。次第に雲が出て風も出てきたが、別山山頂からは剣岳、

立山、大日岳他展望は良好。この日も真っ白な雷鳥に出会った。意外と生息数は多く感じられた。雷鳥沢

キャンプ場はテント約 100 張り。 

第三日目‐朝 7 時朝食後、無事剣岳組が戻り再会した。8 時小雨の中を出発し、やがて雨も上がり室堂

ターミナルに到着。バスの車窓からみる高さ 16m におよぶ雪の大谷回廊は圧巻であった。 

一日目、二日目と好天に恵まれ充実した雪山を楽しむことができた。         以上 
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